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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）液晶性ポリエステル樹脂１００重量部に対して、（Ｂ）微細ガラスフレークを５～
５０重量部含み、使用される微細ガラスフレークの数平均粒子径が５～５０μｍであり、
アスペクト比が１００以下であり、厚みが０．１～１μｍである液晶性ポリエステル樹脂
組成物。
【請求項２】
さらに（Ａ）液晶性ポリエステル樹脂１００重量部に対し（Ｃ）繊維状無機充填材を５～
５０重量部含む請求項１に記載の液晶性ポリエステル樹脂組成物。
【請求項３】
レーザー溶着用樹脂である請求項１～２のいずれか１つに記載の液晶性ポリエステル樹脂
組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、極小・極薄肉の成形品においても成形加工性を損なうことなく良好な低ソリ
性、低ブリスタ性を有し、レーザー透過性に優れた成形品を得ることができる液晶性ポリ
エステル樹脂組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　近年プラスチックの高性能化に対する要求がますます高まり、種々の新規性能を有する
ポリマーが数多く開発され、市場に供されているが、中でも分子鎖の平行な配列を特徴と
する光学異方性の液晶性ポリエステルなどの液晶性樹脂が優れた成形性と機械的性質を有
する点で注目され、機械部品、電気・電子部品などに用途が拡大されつつある。中でも良
流動性を必要とするコネクタなどの電気・電子部品に用いられている。
【０００３】
　このような液晶性樹脂の良流動性を生かした薄肉成形品や複雑な形状の成形品では、近
年、機器の小型化や軽量化に伴い、さらなる薄肉化や形状の複雑化が進みつつある。この
ような電気・電子部品や機械部品に用いられる薄肉部を有する成形品では、低ソリ性、低
ブリスタ性が要求されるために、種々の方法が検討されている。
【０００４】
　また、製品形状の複雑化に伴い各パーツの接合においては、接着剤による接合が一般的
であった。しかしながら、接着剤では硬化するまでの時間がかかる上に、接着剤に含まれ
る溶剤から発生するガスが周辺の機能部品に影響を与えることなどが問題になっている。
一方、熱板溶着などの外部加熱溶着や、振動溶着、超音波溶着などの摩擦熱溶着に関して
は、短時間での接合が可能であり、上記接着剤から発生するガスの問題もなく、ポリマー
を融点以上に上げて溶融させた後に接合させる方法として、注目を受けている。しかしな
がら、液晶性樹脂は融点以下であっても、流動開始温度異常ではせん断により流動が生じ
るため、溶着工程中のせん断力により、液晶性樹脂が流動して、接合部位がせん断方向に
ズレはじめ、漏れ出す問題があり、十分な接合強度を保持できない場合があった。
【０００５】
　このような問題点を克服する方法として、レーザー溶着法があり、これは重ね合わせた
樹脂成形体にレーザー光を照射し、照射した一方を透過させてもう一方で吸収させ溶融、
融着させる工法であり、非接触加工であるため樹脂の漏れ出しがなく、微小範囲での溶着
が可能などといった優れた特長があり、近年急速に普及しつつある。
【０００６】
　例えば、特許文献１、特許文献２にはレーザー溶着用樹脂組成物の製造方法、特許文献
３、特許文献４、特許文献５には低ソリ性液晶性樹脂組成物の製造方法などが開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－２９２５２６号公報（特許請求の範囲、実施例）
【特許文献２】特開２００４－２５０６２１号公報（特許請求の範囲、実施例）
【特許文献３】特開２００６－２７４０６８号公報（特許請求の範囲、実施例）
【特許文献４】特許第４１６１６１１号公報（特許請求の範囲、実施例）
【特許文献５】特開２００３－２６８２５２号公報（特許請求の範囲、実施例）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながらマイカやタルクを添加する公知の方法では、低ソリ性がある程度向上する
が、マイカやタルクの透明性が低いためレーザー透過性が下がってしまうことから溶着強
度が十分でなく、また０．１ｍｍ以下の薄肉部を有するようなコネクタなどの精密成形品
においては、流動性がまだ十分ではない。
【０００９】
　よって本発明は、上述の問題を解決し、極薄肉の成形品においても良好な低ソリ性を有
しつつ流動性に優れた液晶性ポリエステル樹脂組成物が得られ、かつレーザー透過性に優
れた成形品を得ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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  すなわち本発明は、
１．（Ａ）液晶性ポリエステル樹脂１００重量部に対して、（Ｂ）微細ガラスフレークを
５～５０重量部含み、使用される微細ガラスフレークの数平均粒子径が５～５０μｍであ
り、アスペクト比が１００以下であり、厚みが０．１～１μｍである液晶性ポリエステル
樹脂組成物、
２．さらに（Ａ）液晶性ポリエステル樹脂１００重量部に対し（Ｃ）繊維状無機充填材を
５～５０重量部含むことを特徴とする（１）に記載の液晶性ポリエステル樹脂組成物、
３．レーザー溶着用樹脂である（１）～（２）のいずれか１つに記載の液晶性ポリエステ
ル樹脂組成物、
である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の液晶性ポリエステル樹脂組成物は、極小・極薄肉の成形品においても成形加工
性を損なうことなく良好な低ソリ性、低ブリスタ性を有し、レーザー透過性に優れた成形
品を得ることができる。本発明の液晶性ポリエステル樹脂組成物は、形状が複雑で薄肉の
電気・電子部品や機械部品に用いられる成形品に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１ａは、寸法特性評価用成形品の斜視図であり、図１ｂは該成形品のソリ量の
測定部位を示す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、特定の液晶性ポリエスエル１００重量部に対して、特定の微細ガラスフレー
クを５～５０重量部含有する液晶性ポリエステル組成物である。
【００１４】
　本発明において用いる液晶性ポリエスエル（Ａ）は、下記の（Ｉ）、（ＩＩ）および（
ＩＶ）の構造単位からなる液晶ポリエステル、（Ｉ） 、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）および（
ＩＶ） の構造単位からなる液晶ポリエステル、または（Ｉ）、 （ＩＩＩ）および（ＩＶ
） の構造単位からなる液晶ポリエステルなどが挙げられる。
【００１５】
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【化１】

【００１６】
（ただし式中のＲ１は
【００１７】
【化２】

【００１８】
から選ばれた１種以上の基を示し、Ｒ２は
【００１９】
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【化３】

【００２０】
から選ばれた１種以上の基を示す。ただし式中Ｘは水素原子または塩素原子を示す。）
からなる。
【００２１】
　これらのうちＲ１としては、
【００２２】

【化４】

【００２３】
が、Ｒ２としては
【００２４】

【化５】

【００２５】
が最も好ましい。
【００２６】
　上記構造単位（Ｉ）は、好ましくは、ｐ－ヒドロキシ安息香酸から生成したポリエステ
ルの構造単位であり、構造単位（ＩＩ）は、好ましくは、４，４’－ジヒドロキシビフェ
ニル、ハイドロキノン、３，３’，５，５’－テトラメチル－４，４’－ジヒドロキシビ
フェニル、ｔ－ブチルハイドロキノン、フェニルハイドロキノン、２，６－ジヒドロキシ
ナフタレン、２，７－ジヒドロキシナフタレン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル
）プロパンおよび４，４’－ジヒドロキシジフェニルエーテルなどから選ばれた芳香族ジ
オールから生成した構造単位を、構造単位（ＩＩＩ）は、好ましくは、エチレングリコー
ルから生成した構造単位を、構造単位（ＩＶ）は、好ましくは、テレフタル酸、イソフタ
ル酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸、４，４’－ジフェニルカルボン酸、１，２－ビ
ス（フェノキシ）エタン－４，４’－ジカルボン酸、１，２－ビス（２－クロルフェノキ
シ）エタン－４，４’－ジカルボン酸および４，４’－ジフェニルエーテルジカルボン酸
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などから生成した構造単位を示す。
【００２７】
　本発明に好ましく使用できる液晶性ポリエステルは、上記構造単位（Ｉ）、（ＩＩ）お
よび（ＩＶ）からなる共重合体、または、（Ｉ） 、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）および（ＩＶ
）からなる共重合体であり、上記構造単位（Ｉ） 、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）および（ＩＶ
）の共重合量は任意である。しかし、流動性の点から次の共重合量であることが好ましい
。
【００２８】
　すなわち、上記構造単位（Ｉ） 、（ＩＩ）、（ＩＩＩ）および（ＩＶ）からなる共重
合体である場合は、耐熱性、難燃性および機械的特性の点から、上記構造単位（Ｉ）およ
び（ＩＩ）の合計は、構造単位（Ｉ） 、（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計に対して６０
～９５モル％が好ましく、７５～９３モル％がより好ましい。また、構造単位（ＩＩＩ）
 は、構造単位（Ｉ） 、（ＩＩ）および（ＩＩＩ） の合計に対して４０～５モル％が好
ましく、２５～７モル％がより好ましい。また、構造単位（Ｉ）の構造単位（ＩＩ）に対
するモル比［（Ｉ）／（ＩＩ）］は、耐熱性と流動性のバランスの点から好ましくは７５
／２５～９５／５であり、より好ましくは７８／２２～９３／７である。また、構造単位
（ＩＶ）は構造単位（ＩＩ）および（ＩＩＩ）の合計と実質的に等モルである。
【００２９】
　一方、上記構造単位（Ｉ）、（ＩＩ）および（ＩＶ）からなる共重合体である場合は、
流動性の点から上記構造単位（Ｉ）は構造単位（Ｉ）および（ＩＩ）の合計に対して４０
～９０モル％であることが好ましく、６０～８８モル％であることが特に好ましい。構造
単位（ＩＶ）は構造単位（ＩＩ）と実質的に等モルである。
【００３０】
　なお、上記において「実質的に等モル」とは、末端を除くポリマー主鎖を構成するユニ
ットとしてはジオキシ単位とジカルボニル単位が等モルであるが、末端を構成するユニッ
トとしては必ずしも等モルとは限らないことを意味する。
【００３１】
　上記構造単位（Ｉ）～（ＩＶ）を構成する成分以外に３，３’－ジフェニルジカルボン
酸、２，２’－ジフェニルジカルボン酸などの芳香族ジカルボン酸、アジピン酸、アゼラ
イン酸、セバシン酸、ドデカンジオン酸などの脂肪族ジカルボン酸、ヘキサヒドロテレフ
タル酸などの脂環式ジカルボン酸、クロルハイドロキノン、メチルハイドロキノン、４，
４’－ジヒドロキシジフェニルスルホン、４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルフィド
、４，４’－ジヒドロキシベンゾフェノン等の芳香族ジオール、１，４－ブタンジオール
、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、１，４－シクロヘキサンジオー
ル、１，４－シクロヘキサンジメタノール等の脂肪族、脂環式ジオールおよびｍ－ヒドロ
キシ安息香酸、２，６－ヒドロキシナフトエ酸などの芳香族ヒドロキシカルボン酸および
ｐ－アミノフェノール、ｐ－アミノ安息香酸などを本発明の目的を損なわない程度の少割
合の範囲でさらに共重合せしめることができる。
【００３２】
　本発明において使用する上記液晶性ポリエステルの製造方法は、公知のポリエステルの
重縮合法に準じて製造できる。
【００３３】
　例えば、上記液晶性ポリエステルの製造において、次の製造方法が好ましく挙げられる
。
【００３４】
　（１）ｐ－アセトキシ安息香酸、４，４’－ジアセトキシビフェニル、ジアセトキシベ
ンゼンなどの芳香族ジヒドロキシ化合物のジアシル化物とテレフタル酸などの芳香族ジカ
ルボン酸およびポリエチレンテレフタレ―トなどのポリエステルのポリマー、オリゴマま
たはビス（β－ヒドロキシエチル）テレフタレートなど芳香族ジカルボン酸のビス（β－
ヒドロキシエチル）エステルから脱酢酸重縮合反応によって製造する方法。
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【００３５】
　（２）ｐ－ヒドロキシ安息香酸、４，４’－ジヒドロキシビフェニル、ハイドロキノン
などの芳香族ジヒドロキシ化合物、無水酢酸、テレフタル酸などの芳香族ジカルボン酸、
ポリエチレンテレフタレ―トなどのポリエステルのポリマー、オリゴマまたはビス（β－
ヒドロキシエチル）テレフタレートなど芳香族ジカルボン酸のビス（β－ヒドロキシエチ
ル）エステルとを脱酢酸重縮合反応によって製造する方法。
【００３６】
　これらの重縮合反応は無触媒でも進行するが、酢酸第一錫、テトラブチルチタネート、
酢酸カリウムおよび酢酸ナトリウム、三酸化アンチモン、金属マグネシウムなどの金属化
合物を添加した方が好ましいときもある。
【００３７】
　また、酸化防止剤および熱安定剤としては、例えばヒンダードフェノール、ヒドロキノ
ン、ホスファイト類、ホスフィナート類およびこれらの置換体などが用いられ、これらの
中でも、ホスファイト類およびホスフィナート類の化合物が好ましく使用され、亜リン酸
、次亜リン酸の金属塩がより好ましく使用される。
【００３８】
　かかる亜リン酸、次亜リン酸の金属塩の金属種については、リチウム、ナトリウム、カ
リウムなどのアルカリ金属（I族の金属）、マグネシウム、カルシウム、バリウムなどの
アルカリ土類金属（II族の金属）が好ましく使用され、より好ましくはアルカリ金属が使
用される。
【００３９】
　これらの酸化防止剤および熱安定剤の中でも、さらに具体的には、次亜リン酸カルシウ
ム、次亜リン酸ナトリウム、次亜リン酸カリウム、亜リン酸ナトリウム、亜リン酸カリウ
ム、亜リン酸カルシウムなどが好ましく使用され、特に好ましくは、次亜リン酸ナトリウ
ム、亜リン酸ナトリウムなどのナトリウム金属塩が使用される。
【００４０】
　本発明で用いる液晶性ポリエステルは、ペンタフルオロフェノール中で対数粘度を測定
することが可能であり、その際には０．１ｇ／ｄｌの濃度で６０℃で測定した値で０．３
ｄｌ／ｇ以上が好ましく、０．５～３．０ｄｌ／ｇが特に好ましい。
【００４１】
　また、本発明における液晶性ポリエステルの溶融粘度は、１０～２０，０００ポイズが
好ましく、特に２０～１０，０００ポイズがより好ましい。
【００４２】
　なお、この溶融粘度は融点（Ｔｍ）＋１０℃の条件で、ずり速度１，０００（１／秒）
の条件下で高化式フローテスターによって測定した値である。
【００４３】
　ここで、融点（Ｔｍ）とは示差熱量測定において、重合を完了したポリマーを室温から
２０℃／分の昇温条件で測定した際に観測される吸熱ピーク温度（Ｔｍ1）の観測後、Ｔ
ｍ1＋２０℃の温度で５分間保持した後、２０℃／分の降温条件で室温まで一旦冷却した
後、再度２０℃／分の昇温条件で測定した際に観測される吸熱ピーク温度（Ｔｍ2）を指
す。
【００４４】
　本発明の液晶性ポリエステル組成物は、（Ｂ）特定の微細ガラスフレークを５～５０重
量部含有する。
【００４５】
　微細ガラスフレークの添加量は、液晶性ポリエステル１００重量部当り５～５０重量部
であり、好ましくは、１０～４０重量部であり、より好ましくは、１５～３５重量部であ
る。添加量が５重量部よりも少ないと低ソリ効果が不十分となり、また５０重量部より多
いときには流動性が低下する。
【００４６】
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　本発明で用いられる微細ガラスフレークは、平均粒子径が、５～５０μｍであり、好ま
しくは、１０～４０μｍ、より好ましくは、２０～３０μｍである。ここで言う平均粒径
とは、数平均粒径である。数平均粒径はレーザー回折／散乱式粒子径分布測定装置（ＨＯ
ＲＩＢＡ社製“ＬＡ－３００”）において測定した。本発明で用いる微細ガラスフレーク
の平均粒子径が５μｍよりも小さいと低ソリ効果が不十分となり、また５０μｍより大き
いときには流動性が低下する。
【００４７】
　また、本発明で用いる微細ガラスフレークの厚みは、好ましくは、０．１～３μｍであ
り、より好ましくは、０．２～２μｍ、さらにより好ましくは、０．３～１μｍである。
厚みは、走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）で観察した微細ガラスフレークの画像から無作為に
１０個を選び、厚みを測定し、その平均値を本発明で用いる微細ガラスフレークの厚みと
した。微細ガラスフレークの厚みが０．１μｍよりも小さいと低ソリ効果が不十分となる
場合があり、また３μｍよりも厚いと流動性が低下する場合がある。
【００４８】
　測定した平均粒子径と厚みから微細ガラスフレークのアスペクト比を算出した。本発明
で用いる微細ガラスフレークのアスペクト比は、１００以下であり、好ましくは、８０以
下、より好ましくは、６０以下である。アスペクト比が１００よりも大きくなると流動性
が低下する。
【００４９】
　本発明において（Ｂ）成分として用いられる微細ガラスフレークは、本発明の液晶性ポ
リエステル樹脂組成物の樹脂中における分散性を向上させるという観点からアルカリ成分
の含有量が少ないＥガラスが好ましいが、アルカリ成分を含有するＣガラスも用いること
ができる。
【００５０】
　上記のような微細ガラスフレークの製造方法は、例えば、溶融したガラスを風船のよう
に膨らませ、急冷させた後に粉砕する方法やガラスを溶融槽で加熱溶融し、その槽底から
溶融ガラス素地を引き出し、この溶融ガラス素地内に気体を吹き込むことで中空薄膜上に
成形したものを押圧ローラーにて粉砕するなどが挙げられる。
【００５１】
　また、本発明では、微細ガラスフレークの表面に被膜を形成してもよい。被膜は金属お
よび金属酸化物から選ばれる少なくとも一方を含んでいることが好ましく、金属はニッケ
ル、金、銀、白金およびパラジウムから選ばれる少なくとも１種が好適である。金属酸化
物はチタン、アルミニウム、鉄、コバルト、クロム、ジルコニウム、亜鉛およびスズから
選ばれる少なくとも１種の酸化物が好適である。代表的な透光性の被膜としては二酸化チ
タンが挙げられる。
【００５２】
　微細ガラスフレークの一例として、日本板硝子（株）社製ＭＴＤ０１０ＦＹＸ、ＭＴＤ
０２５ＦＹＸなどから選ばれる１種もしくは２種以上の市販品が使用することができる。
これらの中でも、ＭＴＤ０２５ＦＹＸが好ましく用いられる。
【００５３】
　本発明の液晶性ポリエステル樹脂組成物は、（Ｃ）繊維状無機充填材を含有してもよい
。繊維状無機充填材の添加量は、液晶性ポリエステル１００重量部当り５～５０重量部が
好ましく、より好ましくは、１０～４０重量部であり、さらにより好ましくは、２０～３
５重量部である。添加量が５重量部よりも少ないと機械物性が不十分である場合があり、
また、５０重量部より多い場合には流動性が低下する場合がある。
【００５４】
　本発明において（Ｃ）成分として用いられる繊維状無機充填材は、ガラス繊維、ミルド
ガラス繊維、炭素繊維、芳香族ポリアミド繊維、チタン酸カリウム繊維、石膏繊維、黄銅
繊維、ステンレス繊維、スチール繊維、セラミック繊維、ボロンウィスカー繊維、アスベ
スト繊維などが挙げられ、特にこの中でもガラス繊維を用いることが好ましく、ミルドガ
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ラス繊維を用いることがより好ましい。
【００５５】
　なお、本発明において、有機臭素化合物、好ましくは臭素化ポリスチレン、臭素化ポリ
カーボネート、臭素化エポキシポリマー、臭素化ポリフェニレンエーテルを少量併用して
もよく、有機リン化合物が臭素原子を含有した有機リン化合物であってもよい。
【００５６】
　また、本発明の液晶性ポリエステル組成物に対して繊維状充填材以外の充填材を添加す
ることにより、機械的特性、耐熱性をいっそう改善することができる。
【００５７】
　本発明の液晶性ポリエステル組成物には、本発明の目的を損なわない程度の範囲で、グ
ラファイト、炭酸カルシウム、ガラスビーズ、ガラスマイクロバルーン、クレー、ワラス
テナイト、酸化チタン、二硫化モリブデン、等の粉状、粒状あるいは板状の無機フィラー
を添加することができる。酸化防止剤および熱安定剤（たとえばヒンダードフェノール、
ヒドロキノン、ホスファイト類およびこれらの置換体など）、紫外線吸収剤（たとえばレ
ゾルシノール、サリシレート、ベンゾトリアゾール、ベンゾフェノンなど）、滑剤および
離型剤（モンタン酸およびその塩、そのエステル、そのハーフエステル、ステアリルアル
コール、ステアラミドおよびポリエチレンワックスなど）、染料（たとえばニトロシンな
ど）および顔料（たとえば硫化カドミウム、フタロシアニン、カーボンブラックなど）を
含む着色剤、可塑剤、帯電防止剤などの通常の添加剤や他の熱可塑性樹脂も本発明の目的
を損なわない程度の範囲で添加して、所定の特性を付与することができるが、レーザー透
過性を低下させる可能性があるため、添加量に注意が必要である。
【００５８】
　これらを添加する方法は溶融混練することが好ましく、溶融混練には公知の方法を用い
ることができる。たとえば、バンバリーミキサー、ゴムロール機、ニーダー、単軸もしく
は二軸押出機などを用い、２００～３５０℃の温度で溶融混練して組成物とすることがで
きる。本発明の液晶性樹脂組成物は微細ガラスフレーク、無機繊維状充填材を均質に分散
性良く混練するため押出機を用いることが好ましく、二軸押出機を用いることがより好ま
しく、なかでも中間添加口を有する二軸押出機を用いることが特に好ましい。
【００５９】
　このようにして得られる本発明の液晶性樹脂組成物は薄肉流動性に優れ、かつ機械特性
も損なうことがないため、公知の成形法により各種成形品に成形されるが、その優れた薄
肉流動性を活かして、射出成形することが好ましい。
【００６０】
　かくして得られる成形品はレーザー透過性に優れていることからレーザー溶着が可能で
あり、レーザー光線透過側に用いることができる。また、耐熱性に優れ、低ソリ性、低ブ
リスタ性を有することからリフロー実装される用途の成形品として使用できる。具体例と
しては表示装置のワク・ハウジング、コイル封止部品、気体・液体・固体等を封入した容
器、リレー部品、金属インサート部品、カードコネクタ、ＦＰＣコネクタ、精密部品搬送
用容器、光ピックアップレンズホルダ、リモコン内部接合部品、電装部品のモジュール品
、エンジンルーム内のモジュール部品、インテークマニホールド、アンダーフード部品、
ラジエター部品、インパネなどに用いるコックピットモジュール部品ｍ、あるいは筐体、
その他情報通信分野において電磁波などの遮蔽性を必要とする設置アンテナなどの部品、
あるいは建築部材で高寸法精度を必要とする用途に用いられる成形体などが挙げられる。
【実施例】
【００６１】
　以下、実施例により本発明の効果をさらに詳細に説明する。ここで％および部とはすべ
て重量％および重量部をあらわす。
【００６２】
　（Ａ）液晶性ポリエステル樹脂
　（Ａ－１）参考例１に記載した。
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【００６３】
　［参考例１］
　攪拌翼、留出管を備えた５Ｌの反応容器にｐ－ヒドロキシ安息香酸８７０重量部（６．
３０モル）、４，４’－ジヒドロキシビフェニル３２７重量部（１．８９モル）、ハイド
ロキノン８９重量部（０．８１モル）、テレフタル酸２９２重量部（１．７６モル）、イ
ソフタル酸１５７ｇ（０．９５モル）および無水酢酸１３６７重量部（フェノール性水酸
基合計の１．０３当量）を仕込み、窒素ガス雰囲気下で攪拌しながら１４５℃で２時間反
応させた後、３２０℃まで４時間で昇温した。その後、重合温度を３２０℃に保持し、１
．０時間で１．０ｍｍＨｇ（１３３Ｐａ）に減圧し、更に９０分間反応を続け、トルクが
１５ｋｇ・ｃｍに到達したところで重縮合を完了させた。次に反応容器内を１．０ｋｇ／
ｃｍ２（０．１ＭＰａ）に加圧し、直径１０ｍｍの円形吐出口を１ケ持つ口金を経由して
ポリマーをストランド状物に吐出し、カッターによりペレタイズした。この全芳香族液晶
性ポリエステルはｐ－オキシベンゾエート単位がｐ－オキシベンゾエート単位、４，４’
－ジオキシビフェニル単位および１，４－ジオキシベンゼン単位の合計に対して７０モル
％、４，４’－ジオキシビフェニル単位が４，４’－ジオキシビフェニル単位および１，
４－ジオキシベンゼン単位の合計に対して７０モル％、テレフタレート単位がテレフタレ
ート単位およびイソフタレート単位の合計に対して６５モル％からなり、Ｔｍは３１４℃
で、液晶開始温度は２９５℃であった。数平均分子量１２，０００であり、高化式フロー
テスター（オリフィス０．５φ×１０ｍｍ）を用い、温度３２４℃、剪断速度１，０００
／ｓで測定した溶融粘度が２０Ｐａ・ｓであった。
【００６４】
　なお、融点（Ｔｍ）は示差熱量測定において、ポリマーを室温から４０℃／分の昇温条
件で測定した際に観測される吸熱ピーク温度（Ｔｍ１）の観測後、Ｔｍ１＋２０℃の温度
で５分間保持した後、２０℃／分の降温条件で室温まで一旦冷却した後、再度２０℃／分
の昇温条件で測定した際に観測される吸熱ピーク温度（Ｔｍ２）とした。
【００６５】
　また、分子量は液晶性ポリエステルが可溶な溶媒であるペンタフルオロフェノールを使
用してＧＰＣ－ＬＳ（ゲル浸透クロマトグラフ－光散乱）法により測定し、数平均分子量
を求めた。
【００６６】
　（Ａ－２）参考例２に記載した。
【００６７】
　［参考例２］
　ｐ－ヒドロキシ安息香酸９９４重量部、４，４’－ジヒドロキシビフェニル１８４重量
部、テレフタル酸１６５重量部、固有粘度が約０．６ｄｌ／ｇのポリエチレンテレフタレ
－ト１５６重量部を撹拌翼、留出管を備えた重合容器に計量し、重合容器上部に設けられ
、重合容器の上部と配管で結ばれた撹拌設備を有する重合容器とは別の容器（重合容器の
容積の１／１０）に調整した次亜リン酸ナトリウムを０．３ｇ／ｍＬの濃度で溶解した酢
酸溶液を、重合容器に添加される次亜リン酸ナトリウムが２．６重量部（液晶性ポリエス
テル樹脂１００重量部に対して０．２重量部）になるように計量して重合容器に添加した
。
【００６８】
　さらに無水酢酸１０３１重量部を重合容器に仕込み、１４５℃で１時間、１４５℃～２
５０℃で４時間、２５０～３３０℃で１．５時間反応させた後、３３０℃、１．５時間で
０．５mmHgに減圧し、さらに１０分間反応させ重縮合を行った。 その結果、芳香族オキ
シカルボニル単位８０モル当量、芳香族ジオキシ単位１１モル当量、エチレンジオキシ単
位９モル当量、芳香族ジカルボン酸単位２０モル当量からなる融点３３０℃、溶融粘度２
０Pa・s（せん断速度１０００／ｓ、融点＋１０℃）の液晶性ポリエステル樹脂を得た。
【００６９】
　（Ｂ）微細ガラスフレーク
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（Ｂ－１）日本板硝子（株）社製“ＭＴＤ０１０ＦＹＸ”を用いた。
　　　　　数平均粒子径：１０μｍ、厚み：０．４μｍ、アスペクト比：２５
（Ｂ－２）日本板硝子（株）社製“ＭＴＤ０２５ＦＹＸ”を用いた。
　　　　　数平均粒子径：２５μｍ、厚み：０．４μｍ、アスペクト比：６３
（Ｂ－３）日本板硝子（株）社製“ＭＴＤ１６０ＦＹＸ”を用いた。
　　　　　数平均粒子径：１６０μｍ、厚み：０．４μｍ、アスペクト比：４００
（Ｂ－４）日本板硝子（株）社製“ＲＥＦＧ－１１４”を用いた。
　　　　　数平均粒子径：６００μｍ、厚み：５μｍ、アスペクト比：１２０
【００７０】
　（Ｃ）無機繊維状
　日本電気硝子（株）社製“ミルドファイバー　ＥＰＧ７０－０１Ｎ”を用いた。
【００７１】
　（Ｄ）鱗片状充填材（マイカ）
　山口雲母工業所（株）社製“マイカ粉　ＮＪ－０３０”を用いた。
　数平均粒子径：３０μｍ、厚み：１μｍ、アスペクト比：３０
　また、各特性の測定方法は以下の通りである。
【００７２】
　［各特性の測定方法］
　ファナックロボショットα－３０Ｃ（ファナック（株）社製）を用いて、シリンダ－温
度を液晶性ポリエステルの融点＋１０℃に設定し、金型温度９０℃の条件で射出成形を行
い、図１ａに示す端子間ピッチ（Ｌｐ）が０．３ｍｍ、製品の最小肉厚部（Ｌｔ）（隔壁
部３）が０．１ｍｍ、外形寸法が幅３ｍｍ×高さ１ｍｍ×長さ２３ｍｍ、平均肉厚が０．
２ｍｍのコネクタ型の長尺成形品（コネクター成形品１）の連続成形を行った。 図１ａ
は上記コネクタ成形品１の斜視図であり、ピッチ間距離０．３ｍｍで、０．１ｍｍの最小
肉厚部である隔壁部３を有する箱形のコネクタ成形品１の片側の短尺面２に設置したピン
ゲートＧ１（ゲート径０．３ｍｍ）から樹脂を充填し、成形品を得た。
【００７３】
　前記のコネクタを用い、リフローシミュレーターを用いてソリ量を測定した。
【００７４】
　（１）低ソリ性
　コネクタ製品のソリ量を測定した。なお、長尺成形品の長尺方向の両端を直線で結んだ
線を基準とし、そこからの寸法差をソリ量とした。図１ｂは上記長尺成形品においてソリ
量の測定部位を示す概念図であり、Ａ－Ｂ面を基準面ａとして、最大変形面ｂとの差をソ
リ量とした。ソリ量が０．０５ｍｍ以下のものを「優れる」（◎）、０．１０ｍｍ以下の
ものを「良好」（○）、それよりも大きいものを「劣る」（×）とした。
【００７５】
　（２）低ブリスタ性
　コネクタ成形品を以下に示す条件で吸湿処理を行い、リフローテストを実施した。
・吸湿処理：８５℃，８５％ＲＨ，１６２ｈｒで処理（恒温恒湿槽プラチナスＫシリーズ
ＰＲ－１ＳＴ：エスペック社製）した。
・リフローテスト：２５０℃に加熱されたオーブン中に上記コネクタ成形品２００個を１
０分間放置し、フクレ発生率を測定した。試験片表面に一個でもフクレが存在した場合に
はフクレ発生とし、すなわち（フクレ発生率）＝（フクレが一個でも発生した試験片）／
（フクレがなかった試験片）[％]である。フクレ発生率が、１％以下のものを「優れる」
（◎）、５％以下のものを「良好」（○）、それよりも大きいものを「劣る」（×）とし
た。
【００７６】
　（３）流動性
　ファナックロボショットα－３０Ｃ（ファナック（株）社製）を用いて、シリンダ－温
度を液晶性ポリエステルの融点＋１０℃に設定し、金型温度９０℃の条件で射出成形を行
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い、図１に示すコネクタ形状の成形品を得た。この成形品を成形したときのピーク圧力を
測定した。流動性の評価として８０ＭＰａより小さい場合には「流動性が優れている（◎
）」、８０ＭＰａから１００ＭＰａの間であれば「流動性が良好である（○）」、ピーク
圧力が１００ＭＰａよりも大きい場合には「流動性が劣っている（×）」とした。
【００７７】
　（４）レーザー透過性
　ファナックロボショットα－３０Ｃ（ファナック（株）社製）を用いて、シリンダ－温
度を液晶性ポリエステルの融点＋１０℃に設定し、金型温度９０℃の条件で射出成形を行
い、縦８０ｍｍ、横８０ｍｍ、厚み０．５ｍｍの角板試験片を得た。その角板試験片から
、紫外近赤外分光光度計（島津製作所製ＵＶ－３１００）と積分球の検出器を用いて透過
率を測定した。透過率は波長が９４０ｎｍである透過光量と入射光量の比を百分率で表す
。透過率が大きいものほどレーザー溶着性は良好である。レーザー透過性の評価として透
過率が１５％より大きい場合には「透過性が優れている（◎）」、１３％～１５％の間で
あれば「透過性が良好である（○）」、１３％よりも小さい場合には「透過性が劣ってい
る（×）」とした。
【００７８】
　［実施例１～４］
　スクリュー径４４ｍｍの同方向回転ベント付き２軸押出機（日本製鋼所製、ＴＥＸ－４
４）を用いて、表１に示したように、（Ａ）液晶性ポリエステル樹脂を元込め部から添加
し、（Ｂ）微細ガラスフレーク、（Ｃ）無機繊維充填材、を中間添加口から投入した。
【００７９】
　さらに、シリンダー温度を液晶性ポリエステルの融点＋１０℃に設定し、スクリュー回
転数２５０ｒ．ｐ．ｍの条件で溶融混練したのち、ストランドカッターによりペレットを
得た。
【００８０】
　得られたペレットを熱風乾燥後、ファナックロボショットα－３０Ｃ（ファナック（株
）製）に供し、各種成形品を得た。さらに前記の測定方法で種々の値を測定し、表１にそ
の結果を示した。
【００８１】
　［比較例１～５］
　スクリュー径４４ｍｍの同方向回転ベント付き２軸押出機（日本製鋼所製、ＴＥＸ－４
４）を用いて、実施例１～５と同様にして、表１に示した組成物について、各種成形品を
得た。さらに前記の測定方法で種々の値を測定し、表１にその結果を示した。
【００８２】
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【表１】

【００８３】
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　表１からも明らかなように、本発明の実施例１～４の液晶性ポリエステル組成物は、比
較例１～５に示した液晶性ポリエステル組成物に比較して、低ソリ性、低ブリスタ性、流
動性、レーザー透過性に優れていることがわかる。
【符号の説明】
【００８４】
　１　　　　コネクタ成形品
　２　　　　短尺面
　４　　　　隔壁部
　Ｇ１　　　ピンゲート
　ａ　　　　基準面　（Ａ－Ｂ面）
　ｂ　　　　最大変形面
　Ｌｐ　　　端子間ピッチ　
　Ｌｔ　　　最小肉厚部　

【図１】
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